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Ⅰ 医学部・医学系研究科の研究目的と特徴 
 

１.研究の目的と基本方針 

医学部・医学系研究科における研究の目的は「真理を探究し、世界屈指の知的成果の

創成によって、人々の幸福に貢献する」であり、「医学の分野における深い学識と卓越

した能力の追求を通して文化の進展に寄与する」である。 

この目的を追求するために，次の基本方針によって，研究活動を実施する。「医学及び

保健学の理論及び応用を教授研究し、その深奥を極め、高度の専門性が求められる職業

を担うための深い学識及び卓越した能力を培うことにより、文化の進展に寄与するとと

もに、医学及び保健学における学術の研究者、高度の専門技術者及び教授者を養成する。」 

これは，名古屋大学学術憲章にある「創造的な研究活動による真理の探究，先端的・

多面的な学術研究を通した知的成果，研究成果の社会や地域への還元」を医学及び保健

学の分野で実現しようとするものである。 

 

２.目標と方針 

医学部・医学系研究科は，「基幹的総合大学にふさわしい中核的拠点形成，質の高い学

術成果と社会還元」を第２期の重点目標としている。 

全学の中期目標・中期計画にそって，次の方針を立て，目標の達成に努めている。 

(1) 中期目標・中期計画（K10：中核的な研究拠点を形成する。）に対応した方針や取組  
  国際的及び全国的な水準で研究活動を行っている研究者を確保し、世界最高水準の

学術研究を推進する。  
  高度な学術研究の成果を挙げるための組織と環境を整備する。  
  国際水準の研究を維持し発展させる分野に対して、重点的な資源投資を行う。  
  国、地方公共団体、産業界、民間団体などから多様な研究資金を確保する。  
  中核的な研究拠点を形成する。  
(2) 中期目標・中期計画（K11：若手研究者を育成するための環境を整備する。）に対応

した方針や取組  
  若手研究者を育成するための環境を整備する。  
(3) 中期目標・中期計画（K13：質の高い学術成果を社会に発信する。）に対応した方針

や取組  
  優れた研究成果をあげ、それを社会に広く還元する。 

  研究成果としての知的財産を創出、取得、管理及び活用する機構を充実し、知的財

産の社会還元を図る。 

  質の高い学術成果を社会に発信する。 

 

３.学部・研究科の特徴 

 医学系研究科は、名古屋大学の基本理念等に基づき、多面的な学術研究活動と自発性

を役割重視する教育実践により、論理的思考力と想像力に富み世界的に活躍できる医師

及び医学研究者の養成を積極的に推進する。また、我が国及び発展途上国等のナショナ

ルリーダーの養成に積極的に貢献する。 

 急速に進む超高齢社会を見据えた神経疾患と腫瘍との融合研究（病態解析・分子標的

治療等）や脳神経系の創薬研究等を始めとする、基礎医学、臨床医学の各領域における

研究の実績を活かし、先端的で特色ある研究を推進し、新たな医療技術の開発や医療水

準の向上を目指すとともに、次代を担う人材を育成している。 

また，橋渡し研究支援拠点として、基礎研究成果の臨床への橋渡しを強力に支援する

ことにより研究成果の実用化を推進するとともに、臨床研究中核病院として、国際水準

の質の高い臨床研究や難病等の医師主導治験を推進するための中心的な役割を果たし、

日本発のイノベーション創出を目指している。さらに，中部先端医療開発円環コンソー

シアムによる国公私立中部７大学及び国立長寿医療研究センターの連携強化により、強

力に臨床研究を推進している。 
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[想定する関係者とその期待] 

本研究科の想定する関係者は，産業界・学会をはじめとする社会及び在学生であり，

その期待は，基幹的総合大学にふさわしい医学分野における拠点形成と研究成果の社会

還元である。医学に関わる学術・社会の発展に貢献してきた本研究科に対する関係者は

多大なものである。 

特に，第２期は，「基礎から臨床への橋渡し研究」に対する社会からの強い要請を受け

て，この新たな期待に応える取組を実施している。 

 

 

 

 



 
名古屋大学医学部・医学系研究科 分析項目Ⅰ 

 

7-4 
 

Ⅱ 「研究の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

観点Ⅰ－１ 研究活動の状況  

 

(観点に係る状況) 

観点Ⅰ－１－① 研究実施状況（競争的資金による研究実施状況、共同研究の実施状況、

受託研究の実施状況など） 

【特色ある研究等の推進】 

「附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター 」は学術的研究拠点として、平成 15 年に

設置されて以来、医学系研究科の特徴ある研究、すなわち神経と腫瘍の融合研究を牽引し

てきた。常時、４名のポスドクを雇用し、新たな人材発掘に取り組んでいる。 

病院附属の「先端医療・臨床研究支援センター」は、平成 26 年においては総計 165 件の

臨床研究プロジェクトを支援している。平成 24 年より附属病院は臨床研究中核拠点病院お

よび橋渡し研究加速ネットワークプログラムに採択されている。また、支援する治験も順

調に増えている（資料Ⅱ－Ⅰ－１）。「先端医療・臨床研究支援センター」が実質的に支援

する「円環コンソーシアム」はシーズを名古屋大学に限らず東海地域の大学医学部･病院か

らも求め、この地域のトランスレーショナル研究を加速化するものであり、その試みは成

功している。 

「脳とこころの研究センター」は学術的研究拠点として、平成 25 年度から要綱設置され、

平成 26 年度には全学研究センターとして活動を広げ、本格的に活動が始まった（資料Ⅱ－

Ⅰ－２）。 

医工連携を核にした他分野融合研究と産学官融合研究を推進するため、「先端融合領域イ

ノベーション創出拠点」の成果を活かし、平成 22 年度に「予防早期医療創成センター（PME）」

を要綱設置した（資料Ⅱ－Ⅰ－３）。ここには９社が集い、シーズの社会還元を目指した真

摯な取り組みが進められており、医療機器の分野においては試作機の作成や臨床的なデー

タの取得など実用化が進められた。平成 27 年度７月から PME は全学研究センターとしての

運用が決定された。また、医系研究棟３号館には医工連携室が設置され、超解像度顕微鏡

などの先進機器も導入されて医学部と工学部の共同研究が始まっている。 
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資料Ⅱ－Ⅰ－１：先端医療・臨床研究支援センター組織図  

 

 

 

 
 

            《出典：先端医療・臨床研究支援センター資料》
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資料Ⅱ－Ⅰ－２：脳とこころの研究センター組織図 

 

《出典：脳とこころの研究センター資料》 

 

資料Ⅱ－Ⅰ－３：予防早期医療創成モデル  
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 《出典：予防早期医療創成センター資料》  
【国際連携】 

（1）アデレード大学とのジョイントディグリープログラム（JDP） 

平成 27 年度にオーストラリアアデレード大学との JDP が承認された。毎年各大学 2 名

計 4 名の博士課程入学生を受入れ、2 年次以降に 1 年以上相手校に滞在し、研究を進め、

国際共同研究を学び、両校の名を冠した学位を取得する。これに伴って、アデレード大学

との共同研究などの研究上の連携の深まりが期待される。  
（2）アデレード大学、フライブルグ大学との連携  

平成 25 年度より JDP 締結を目指してアデレード大学、フライブルグ大学両校との研究

交流を行ってきた。現地でのシンポジウムや名古屋大学でのシンポジウムに加えて大学院

生、若手研究者の発表や交流を通して連携を深めた。また、ルンド大学やノースキャロラ

イナ大学との連携も進めた。  
（3）日韓２大学国際学術交流活動  

保健学は、若手教員及び大学院生の国際学術活動の促進を目的として、平成 21 年度に本

学と同じ５専攻を有する韓国延世大学との学術交流に関する覚書を締結し、平成 22 年度よ

り学術研究交流会を開始した。平成 22 年度・第１回交流会は本学で開催し、35 演題の発

表による研究交流を行った。以後、隔年で両大学交互の開催（平成 23・25 年度延世大学開

催、平成 24・26 年度本学開催）で、平成 27 年度は延世大学で開催され、44 演題の発表に

よる研究交流を行った。（資料Ⅱ－Ⅰ－４、資料Ⅱ－Ⅰ－５）。平成 27 年度の延世大学での

打合せにて、今後は新たに中国等を加えた日中韓 3 カ国学術交流会議などへの可能性を検

討することとし、また教員による研究交流推進へと発展させることが再確認されるなど、

研究交流の連携を深めている。  
 

資料（保）Ⅱ－Ⅰ－４ 

 

《出典：大幸地区事務統括課資料》    
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資料Ⅱ－Ⅰ－５：韓国延世大学との学術研究交流会 プログラム
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Abstract :  Occupational Therapy 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 

 

 

 

 

 

《出典：大幸地区事務統括課》  

 

（4）博士課程教育リーディングプログラム 

 ３つのリーディングプログラム（PhD プロフェッショナル登龍門（平成 24 年度～）、「ウ

ェルビーイング in アジア」実現のための女性リーダー育成プログラム（平成 25 年度～）、

実世界データ循環学リーダー人材養成プログラム（平成 25 年度～））は、医学系研究科が

関与している。これらの活動を通して、数名の若手研究者が特任ポストを得るとともに、

大学院生の国際的交流を含めた教育を行っている（別添資料Ⅱ－Ⅰ－１，２） 

 

（5）留学生・外国人研究者の受け入れ 

 活発な研究活動のために、海外から積極的に優秀な外国人研究者・留学生の受入れを行

っている。名古屋大学医学部交換留学生プログラム、中国国家公派研究生項目に対応した

留学生の受入れ等の他、神経疾患・腫瘍の統合的研究を担う留学生育成プログラム、グロ

ーバル 30 等の新規プログラムも採択されており、宿舎の提供とともに全員ではないが入学

金、授業料免除の制度もあり、グローバル 30 修士課程には奨学金制度も整備され、現在、

大学院学生の約 13.6％が留学生で占められている。今後、ジョイントディグリープログラ

ムなどの導入により、さらに留学生の数は増加する見込みである。研究の重要な担い手で

ある留学生に大学院卒業後も母国に帰るのではなく、残って日本で研究者となる道も準備

している。希望する学生には臨床と研究を両立する臨床研究医としての道として、外国人

医師国家試験制度や外国人臨床修練精度に対応出来る学内体制を整えている。また、シミ

ュレーションセンターが設立され留学生や外国人研究者も施設を利用できる体制が整いつ

つある。こうした留学生や外国人研究者に対する積極的な取り組みが優秀な留学生の確保

に繋がっている。 
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【地域連携等】 

既述の「円環コンソーシアム」に加え、薬学系地域連携として名城大学薬学部、名古屋

大学創薬科学研究科ならびに医学系研究科統合医薬学領域が中心となった連携を行い、特

に名城大学とは単位互換を含めた教育連携も行ってきた。 

 

【研究支援実施体制】 

 医学教育研究支援センターは、研究支援のためのコアファシリティーである（資料Ⅱ－I

－６）。実験動物部門ではマウスの需要が急速に伸びてスペース的に容量を超えている（別

添資料Ⅱ－Ⅰ－３）。機器部門の４室も別添資料Ⅱ－Ⅰ－４に示すように利用頻度が増えて

いる。機器部門は平成 26 年度に完成なった研究棟３号館へすべての施設を移動し、４階と

５階に集約できた。これにより利用者にとって利便性が高く、管理体制の整った部門運営

が可能となった。さらに、医学教育研究支援センターには先端領域支援部門を置き、基礎

医学教室で育った若手に最大 4 年の時限で助教ポストを与え、平成 23 年度には基礎系講座

ユニットすべての教員数を１増の４とする再配置を行った。 

 

資料Ⅱ－Ⅰ－６：医学教育研究支援センター組織図  

 
《出典：外部評価報告書ｐ78》 

 

 

観点Ⅰ－１－② 研究成果の発表状況（論文・著書等の研究業績や学会での研究発表の状

況、研究成果による知的財産権の出願・取得状況など） 

【研究成果の状況】 

（1）論文･著書等の研究実績  
 資料Ⅱ－Ⅰ－７には論文、著書、国際会議発表、受賞の状況をまとめた。いずれのファ

クターも順調に経緯している。資料Ⅱ－I－８および資料Ⅱ－I－９に平成 18 年・24 年・

27 年について論文毎の被引用回数と研究者毎の被引用回数を比較した。研究の質・量がと

もに進歩していることが分かる。平成 18 年度に大学院博士課程が完成した保健学科分は、

別添資料Ⅱ－Ⅰ－５にまとめた。また、資料Ⅱ－I－８および９に直近のアクティビティー

を知る目的で過去 10 年間に限った被引用回数（平成 27 年集計）も合わせて掲載した。今

後の比較のための基礎データとしたい。別添資料Ⅱ－Ⅰ－６には筆頭、第２および責任著

者の論文について過去 10 年の被引用回数トップ５を教授毎に挙げたものの集計を掲載し

た。過去 10 年で被引用回数が 100 回を越える論文が 40 編を超えるなどインパクトの高い

研究成果が発表された。別添資料Ⅱ－Ⅰ－７には過去 10 年間の教授毎の国際共著論文数の
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集計を載せた。別添資料Ⅱ－Ⅰ－８は教授毎の専門分野（最大３分野を選択）の集計（平

成 27 年度）であり、がんと神経の研究者が多いことは本研究科の特徴といえる。 

資料Ⅱ－Ｉ―10 にはトムソン・ロイターによる名古屋大学研究力分析レポート（2009～

2013 年）を基に関連する分野研究力を示す資料を取り上げた。論文数（A）、トップ 10％論

文数（B）、論文数シェア（C)、トップ 10％シェア（D）の４つのカテゴリーのすべてを満

たす分野（A,B,C,D）には Cell Biology, Biochemistry and Molecular Biology および

Neuroscience が含まれている。また、A,C,D を満たす分野には Hematology, Surgery, 

Clinical Neurology および Genetics & Heredity が含まれている。 

 一方、東京大学、京都大学、大阪大学など国内大学、Univ Melbourne、Tsing Hua Univ、

Peking Univ、など海外大学の 20 大学の中で比較すると、論文数と被引用回数の２つの観

点で両方とも 20 校平均を上回る分野として Otorhinolaryngology、Urology & Nephrology

を挙げることができる（別添資料Ⅱ－Ⅰ－９、10）。いずれかの観点で平均を上回る分野は、

Developmental biology、 Hematology、 Peripheral vascular disease、 Transplantation

がある。これらの分野は戦略的に育成する対象になりうると考えられる。 

 

資料Ⅱ－Ⅰ－７：教員の研究業績  

＜医学科＞  

年度 
論文発表数 

著書数 
国際会議の 

招待講演 
受賞数 

査読有 査読無 

21 ７６１件 ３２件 ３４９件 ８３件 １５件

22 ７７５件 ４４件 ２５６件 ６０件 １４件

23 ８９９件 ５６件 １３１件 ８８件 ９件

24 １，０１９件 ８１件 １５６件 １２０件 ２５件

25 １，０５５件 １３１件 １４８件 １２２件 ２２件

26 １，０３８件 ７８件 １０１件 ９８件 ４３件

27   ９９４件 ６５件 ８９件 １０６件 ２８件

《出典：総務課資料》  

＜保健学科＞  

 
  《出典：大幸地区事務統括課》  
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資料Ⅱ－Ⅰ－８：被引用回数別論文数  

 
 

 
《出典：総務課資料》 
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資料Ⅱ－Ⅰ－９：論文被引用回数別教員数 
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《出典：総務課資料》 
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資料Ⅱ－Ⅰ－１０：トムソン・ロイターによる名古屋大学研究力分析レポート  

 

《出典：トムソン・ロイター研究力分析レポートより作成》 

 

（2）研究成果による知的財産権の出願･取得及び社会還元  
 特許出願件数についは、ここ数年、ほぼ横ばいの状況が続いている（別添資料Ⅱ－Ⅰ-11、

12）。企業との共同出願が半数を占め、産学連携の取り組みが根付いている（別添資料Ⅱ－

Ⅰ－13）。ベンチャー起業については他部局に比して医学系研究科からのものが多い（別添

資料Ⅱ－Ⅰ－14）。また、平成 23 年以降は医学・バイオ系の特許及び成果有体物を展示し

た医学・バイオ系知財フェアを開催し、200 名以上の企業関係者が集まっている。 

 

観点Ⅰ－１－③ 研究資金獲得状況（競争的資金受入状況、共同研究受入状況、受託研究

受入状況、寄附金受入状況、寄附講座受入状況など） 

【研究資金の状況】 

 （1）運営費交付金 

運営費交付金は、年々減少するが（別添資料Ⅱ－Ⅰ－15）、外部資金獲得は医学、保健学

ともにこの数年順調に推移している（資料Ⅱ－I－11、資料Ⅱ－Ⅰ－12）。 

（2）科研費 

文部科学省の科学研究費補助金の採択件数もここ数年順調に推移している（資料Ⅱ－I

－13）。別添資料Ⅱ－Ⅰ－16 に平成 25、26 年度が含まれる大型研究費を記載した。 
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資料Ⅱ－Ⅰ－11：外部資金獲得状況（医学） 

 

《出典：経営企画課資料》  
 

資料Ⅱ－Ⅰ－12：外部資金獲得状況（保健）  

 

《出典：大幸地区事務統括課資料》  
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資料Ⅱ－Ⅰ－13： 科学研究費補助金採択状況 

 

                        《出典：経営企画課資料》  
 

（3）共同研究・受託研究および寄附講座、産学協同研究講座、組織改変の実施状況  
 共同研究（資料Ⅱ－Ⅰ－14）と受託研究（資料Ⅱ－I－15）は共に順調に推移している。

また、寄附講座も順調に推移している（資料Ⅱ－I－16）。平成 25 年度からは産学協同研

究講座が発足し、産学共同研究の学内へのプラットホーム化が加速している（資料Ⅱ－I

－17）。また、組織改変によりオミクス解析学講座が設置された。  
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資料Ⅱ－Ⅰ－14：共同研究件数               

 

《出典：経営企画課資料》  
資料Ⅱ－Ⅰ－15：受託研究件数             

 

                            《出典：経営企画課資料》  
 



 

名古屋大学医学部・医学系研究科 分析項目Ⅰ 
 

7-19 
 

資料Ⅱ－Ⅰ－16：寄附講座件数  

 
《出典：経営企画課資料》  

資料Ⅱ－Ⅰ－17：産学協同研究講座件数 

 

《出典：経営企画課資料》  
 

観点Ⅰ－１－④ 研究推進方策とその効果 

【人事方策】 

（1）人材育成ならびに特徴ある研究活動  

1）テニュアトラック制度  
名古屋大学の人材育成プログラムの一つである「名古屋大学若手育成プログラム特任助

教（YLC）」は高等研究院が主体となって優秀な若手研究者に海外留学を奨励し教員登用の

機会を増やすことを意図したものである。医学系研究科からは毎年おおよそ１名が採用さ

れている（資料Ⅱ－Ⅰ－18）。   
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資料Ⅱ－Ⅰ－18：名古屋大学若手育成プログラム特任助教（YLC） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
《出典：高等研究院資料》 

 

2）特任プロジェクト  
複数年の大型研究費を確保している研究室に特任研究プロジェクトを認め、特任教授、

特任准教授などを雇用し、特徴ある研究の支援を可能にしている（資料Ⅱ－I－19）。 

 

資料Ⅱ－Ⅰ－19：特任研究プロジェクト件数  

 
《出典：総務課資料》  

 

【研究戦略体制】 

研究戦略の骨格は補佐会議を中心に執行部で議論している。この６年間に研究科組織

の改組（総合医学専攻の一専攻化、統合医薬学領域の設置、神経疾患・腫瘍分子医学研究

センターの改組など）を行ってきた。また、医系研究棟３号館竣工に伴って医学教育研究
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支援センターの機器部門を一箇所に集約し研究支援体制を整えた。大型研究予算として

GCOE、リーディング大学院などの獲得の実績を残した。 

 

【研究不正防止】 

 教員および大学院生･研究員向けの研究不正防止のための倫理教育を定期化した。 

 

【研究支援・管理体制】 

医学教育研究支援センターを設置して、実験動物部門および機器部門に専門職員を置

き、集約的な研究支援に成功している。また、先端医療･臨床研究支援センターを設置

し、シーズ発掘･育成から治験までの臨床研究を支援する体制も整え、実績を積み上げ

ている。 

 

【研究環境・施設設備】 

医系研究棟３号館が完成し、ここに医学教育研究支援センターの機器部門、RI センタ

ー、先端医療･臨床研究支援センターに加えて、プロジェクト研究のスペースが確保で

き、基礎研究、産学連携研究、医工連携研究、トランスレーショナル研究などを促進す

る環境･設備が充実した。 

 

【情報発信・アウトリーチ活動】 

 プレスリリース、記者会見やホームページなどを通して研究成果を積極的に発信して

いる。医学部主催の市民講座を初め、医学部教員による多数のアウトリーチ活動が活発

に行われている。 

 

 

(水準) 期待される水準にある。 

 

(判断理由) 

観点Ⅰ－１－① 研究実施状況については、「附属神経疾患・腫瘍分子医学研究センター 」、

「先端医療・臨床研究支援センター」、「脳とこころの研究センター」、「予防早期医療創成

センター」などを中心に特徴ある研究プログラムを推進することができた。また、ジョイ

ントディグリープログラムが豪州アデレード大学との間で締結され、国際連携研究を加速

化した。さらにトランスレーショナル研究の成果を基に、平成 27 年度に臨床研究中核病院

の指定を受けた。医学教育研究支援センターの分析機器部門を医系研究棟 3 号館に集約し、 

アクセスと支援がベストの体制を整えた。 

観点Ⅰ－１－② 研究成果の発表状況については、第 1 期中期計画期間と比較すると被引

用回数の増加が明らかであり、また、過去 10 年で被引用回数が 100 回を越える論文が 40

編を超えるなどインパクトの高い研究成果が発表された。また、国際学会招待講演数も増

え、とりわけ受賞数が急激に増えている。知的財産権の出願・取得状況も順調といえる。 

観点Ⅰ－１－③ 研究資金獲得状況については、競争的資金獲得は順調であり、共同研究、

受託研究も右肩上がりに伸びた。特に、産学協同研究講座設置や組織改変によるオミクス

解析学講座設置など新たな研究室を複数置くことができた。 

観点Ⅰ－１－④ 研究推進方策とその効果については、テニュアトラック制、特任プロジ

ェクトなどに加えて、グローバルリトリートや若手研究者海外派遣などの制度を独自に設

定し、若手育成を積極的に進めた。また、執行部を中心に研究戦略を練り、GCOE、リーデ

ィング大学院などの展開に繋がった。 

 

観点Ⅰ－２ 大学共同利用機関、大学の共同利用・共同研究拠点に認定された附
置研究所及び研究施設においては、共同利用・共同研究の実施状況 

(観点に係る状況) 

該当しない
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

観点Ⅱ－１ 研究成果の状況（大学共同利用機関、大学の共同利用・共同研究拠
点に認定された附置研究所及び研究施設においては、共同利用・共同研究の
成果の状況を含む。）  

 

(観点に係る状況) 

観点Ⅱ－１ 学部・研究科等の組織単位で判断した研究成果の質の状況、学部・研究科

等の研究成果の学術面及び社会、経済、文化面での特徴、学部・研究科等

の研究成果に対する外部からの評価 

【研究業績説明書】 

基礎研究、臨床研究と優れた研究成果を上げた。中でも、基礎研究の成果が医師主導治

験に繋がった球脊髄性筋萎縮症研究など、日本をリードする研究ができた。基礎研究では、

肺腺がん特異的ながん細胞生存機構、リン酸化プロテオミクスの成果を基にした報酬シグ

ナルの解明、肥満と慢性炎症に関する研究、球脊髄性筋萎縮症の発病機構、肥満に関わる

体重調節因子の発見など、疾病の成り立ちを中心に数多くの研究成果を得た。トランスレ

ーショナル～臨床研究では、新たな遺伝子血栓症の原因発見、肺炎死亡リスクと初期抗菌

治療に関する研究、若年性骨髄球性白血病の遺伝子異常、ダウン症候群骨髄系悪性疾患の

遺伝子異常、低悪性度神経膠腫の遺伝子異常、デスモイド型線維腫症の治療予後因子など、

患者の予後や疾病成因に繋がる数多くの研究成果を得た。また、社会医学研究でも、サブ

サハラアフリカ地域の糖尿病などの男女差に関する調査などが積極的に行われた。 

 

【定量的分析】 

受賞については順調に伸びている（資料Ⅱ－Ⅰ－７，p７-11 参照）。論文被引用数の伸び

については既に記した（資料Ⅱ－Ⅰ－８、９，p７-12,13 参照）。論文数シェア、相対被

引用度などについても既述のとおり、RU11 を含む 30 大学と名古屋大学の比較を代表的な

分 野 に つ い て 行 う と 、 医 学 系 の 関 わ る 分 野 （ Biochemistry & Molecular Biology, 

Gastroenterology & Hepatology, Hematology, Neuroscience, Oncology, Surgery）すべ

てで国内では上位を占めている（資料Ⅱ－Ⅱ－１）。 
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資料Ⅱ－Ⅱ－１ 

 

《出典：トムソン・ロイター InCitesTM Global Comparisons より作成》 

 

 (水準) 期待される水準を上回る。 

 

(判断理由) 

基礎研究、臨床研究と優れた研究成果を多数上げることができた。中でも、基礎研究の

成果が医師主導治験に繋がった球脊髄性筋萎縮症研究など、世界をリードする研究ができ

た。RU11 を含む 30 大学と名古屋大学との代表的な分野での比較でも、医学系の関わる分

野すべてで上位を占めた。また、論文被引用回数も第 1 期中期計画の期間に比べて長足の

進歩があった。  
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

【重要な質の向上／質の変化があった事項】  

①  研究実施状況(観点Ⅰ－１－①) 

(質の向上があったと判断する取組) 

 第１期中期計画期間と比較して大きく改善した点として、ジョイントディグリープログ

ラムが豪州アデレード大学との間で締結され、国際連携研究を加速化した。さらにトラン

スレーショナル研究の成果に基づいて、平成 27 年度臨床研究中核病院の指定を受けた。ま

た、医学教育研究支援センターの分析機器部門を医系研究棟３号館に集約し、アクセスと

支援がベストの体制を整えた。 

 

②  研究成果の発表状況(観点Ⅰ－１－②) 

(質の向上があったと判断する取組) 

第１期中期計画期間と比較すると被引用回数の増加が明らかであり、また、過去 10 年で

被引用回数が 100回を越える論文が 40編を超えるなどインパクトの高い研究成果が発表さ

れた。また、国際学会招待講演数も増え、とりわけ受賞数が急激に増えている。知的財産

権の出願・取得状況も順調といえる。 

 

③  研究資金獲得状況(観点Ⅰ－１－③) 

競争的資金獲得は順調であり、共同研究、受託研究も右肩上がりに伸びた。第１期中期計

画期間と比較して大きく改善した点として、産学協同研究講座設置や組織改変によるオミ

クス講座設置など新たな研究室を複数置くことができた。 

 

④  研究推進方策(観点Ⅰ－１－④) 

第１期中期計画期間と比較して大きく改善した点として、グローバルリトリートや若手研

究者海外派遣などの制度を独自に設定し、若手育成を積極的に進めた。また、執行部を中

心に研究戦略を練り、GCOE、リーディング大学院などの展開に繋がった。 

 

（２）分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

【重要な質の向上／質の変化があった事項】  

⑤  研究成果の状況 

(質の向上があったと判断する取組) 

第１期中期計画期間と比較して特筆すべきは、基礎研究の成果が医師主導治験に繋がっ

た球脊髄性筋萎縮症研究など、世界をリードする研究ができた。また、論文被引用回数も

第２期中期計画の期間に比べて長足の進歩があった。  
 

 




